









































































浅野 (1978)によると、オノマトベは 18種類の形態を持っている。それに対して、天沼 (1974)
によると、オノマトには 78種類ほどの形態がある。研究者によって、オノマトぺ形態の定義
が異なっている。三上 (2006)によると、この分類で最も多く見られたのが「わくわく J，が
たがた」等、オノマトペに典型的な繰り返しの 'ABABJ型であり、全体の約 4分の lを占め










































































NIの合格者 N2の合格者 NIとN2の不合格者 合計
学年 二年生 3 16 81 100 
三年生 39 34 49 122 
四年生 33 5 。 38 








































6本稿のオノマトペの特徴の示し方について、 C音=音象徴性、 C統語=統語的特徴、 C標識=オノマトペ標識、 C語







よくやる ときどきやる あまりやらない ほとんどやらない
C音 28.72 % 39.10% 21.79 % 10.38 % 
C統語 17.69% 30% 37.69% 14.62% 
C標識 17.12% 35.38% 33.08% 14.42% 







C音 3.62 6.13 
C統語 0.077 9.47 
C標識 0.52 7.19 
C語基 -3.75 6.78 
全体 0.12 5.08 
学習者全員から見れば、オノマトペ特徴に基づく学習ストラテジーの使用量の平均値は
0.12であり、かなり低いと言える。 C音と C標識に基づく学習ストラテジーの使用量は学習者















よくやる ときどきやる あまりやらない ほとんどやらない
上級 32.56% 39.23% 21.03% 7.18% 
初級 24.87% 38.97% 22.56% 13.59% 
合計 28.72 % 39.10 % 21.79 % 10.38 % 
表6はレベル別に C音に基づ、く学習ストラテジーの使用状況を表わしている。 C音に基づ、く
学習ストラテジーの使用状況を見てみると、積極的使用率は 67.82%に達し、高い比率を示し







C音l 0.65 10.04 
C音2 5.46 9.27 


















表 8 レベル別に各 C音に基づく学習ストラテジー使用量に関する記述的統計(マン・ホイトッニ
ーの U検定の結果)
オノマトペの特徴 学習ストラテジー 学留者のレベル 平均 標準偏差 p値
上級 2.31 9.26 
C音I 0.007*ホ
初級 ー1.00 10.50 
上級 6.46 9.12 
C音 C音2 0.069(n.s.) 
初級 4.46 9.31 
上級 5.38 8.27 
C音3 0.216(n.s.) 
初級 4.08 8.45 






















よくやる ときどきやる あまりやらない ほとんどやらない
上級 16.15% 33.84% 37.69% 12.31% 
初級 19.23% 26.15% 37.69% 16.92% 

































よくやる ときどきやる あまりやらない ほとんどやらない
上級 20.38% 34.62% 33.08% 11.92% 
初級 13.85% 36.15% 33.08% 16.92% 
合計 17.12% 35.38% 33.08% 14.42% 














先述のように、典型的な繰り返しの IABABJ型が全体の約 4分の lを占める。プレ調査には、
f一番知っている擬音語・擬態語を五つ書いてください」という項目がある。 33個の挙げら





表 13 レベル別に C標識に基づく学習ストラテジー使用量に関する記述的統計(マイ・ホイトッ
ニーの U検定の結果)
オノマトペの特徴 学習ストラテジー 学習者のレベル 平均 標準偏差 P 1直
C標識 C標識 l 上級 0.77 9.68 
0.492(n.s. ) 
初級 -0.15 9.78 
C標識2 上級 1.92 9.02 
0.038* 
初級 -0.46 8.78 





















よくやる ときどきやる あまりやらない ほとんどやらない
上級 8.46% 25% 41.92% 24.62% 
初級 6.54% 19.62% 48.85% 25.00% 
合計 7.50% 22.31% 45.38% 24.81% 

























表 16に示すように、レベル別に見れば、 C諸基 I、C話基2の使用量に関して、上級レベルの
学習者は初級レベルの学習者に比べて高い使用量を示したが、両レベルともに使用量が低い。
また、上級レベルの学習者と初級レベルの学習者との聞に有意差はないと分かつた。
表 16 レベル別に C語基に基づ、く学習ストラテジー使用量に関する記述的統計(マン・ホイトッ
ニーの U検定の結果)
オノマトペの特徴 学習ストラテジー 学習者のレベル 平均 標準偏差 P 1直
上級 -2.62 9.51 
C語基 l 0.735(n.s.) 
初級 -3.00 9.06 
C語基
上級 -3.92 8.34 
C語基2 0.148(n.s.) 
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